
学校番号  １００１ 

令和３年度 外国語科 

教科 科目 単位数 指導学年 教材名・副教材名 

外国語 
コミュニケーション

英語Ⅰ 
３ 第 1 学年 

Revised BIG DIPPER English Communication Ⅰ 

 Listening Essentials 1 

システム英単語 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・親しみやすい題材を基にして、英語の「読む」「聞く」「書く」「話す」の 4技能の力をつけていき 

ましょう。その為には、自分の考えを持つことを心がけ、クラスメートの考えを聞く姿勢を身につけ、

積極的に授業の活動に参加しましょう。 

・英語と日本語の語順の違いに特に意識を置き、日本語をなるべく介さず英語を英語のままに理解する

ことを心がけましょう。単語や熟語についても丸暗記するのではなく、文脈による意味の違いや使わ

れる場面を意識して、学習していきましょう。 

・音読活動を積極的に取り入れ、英語のリズムやイントネーションに気をつけ、グローバルな場面にお

いて、相手が理解できる発音を習得していきましょう。 

   

２ 学習の到達目標：（CAN-DO リストの該当学年の４技能の到達目標） 

【第１学年】履修科目と主な教材（教科書以外で使用する教材一覧）： 

「コミュニケーション英語Ⅰ」（3 単位）Listening Essentials 1（啓隆社）、システム英単語（駿台文庫） 

「英語表現Ⅰ」（2 単位）             DUAL SCOPE 総合英語、 

DUALSCOPE English Expression Ⅰドリルブック（数研出版） 

話すこと 書くこと 聞くこと 読むこと 

学習到達目標 科目・評

価 

学習到達目標 科目・評

価 

学習到達目標 科目・評

価 

学習到達目標 科目・評価 

・リズムやイントネーショ 

ンなど英語の音声的な特 

徴に注意して話すことが 

できる。 

・日常的な挨拶や、朝起き

てから寝るまでの身近なこ

とや経験したことについて

やり取りができる。レスト

ランや買い物の場面での基

本的な会話ができる。また

海外旅行の際の出入国の簡 

単な会話ができる。 

・絵や写真など視覚的補助

を利用しながら、簡単な語

や表現を用いて自分や他人

の紹介をしたり、身近なこ

とについて簡単に説明でき 

る。 

コミュ英語Ⅰ 

・T or F Quiz 

in English 

・Ｑ & A 

・インタビュ

ーテスト 

・音読、暗唱テ

スト 

・Quiz in Class 

 

英語表現Ⅰ 

・定期考査 

・発音テスト 

・リスニング

テスト 

 

 

・自分のことや家族・地

域の紹介など簡単な紹介

文を書くことができる。 

・簡単な語やイディオム

を身につけ、基本的な文

構造や表現を使いなが

ら、and, but, because な

どで文と文をつないで、

日記や説明文などまとま

りのある文章をかくこと

ができる。 

 

コミュ英語Ⅰ 

・定期考査 

・トピック英 

作文 

・Quiz in Class 

・ディスカッ 

ション案 

 

英語表現Ⅰ 

・定期考査 

・トピック英 

 作 

Quiz in Class         

Essay Writing     

 

・はっきりと話されれば、

自分自身や家族、学校など

身の回りのことについて聞

き取ることができる。 

・決まった表現でゆっくり

はっきりと話された天候、

時間、物の値段など、日常

的に必要な事柄について、

内容を理解することができ

る。 

・ゆっくりはっきりと話さ

れれば、駅や空港等の短い

アナウンスについて自分に

必要な情報を聞き取ること

ができる。 

コミュ英語Ⅰ 

・リスニング

テスト 

・インタビュ

ーテスト 

・Ｑ＆Ａ 

・Quiz in Class 

・定期考査 

 

英語表現Ⅰ 

・定期考査 

・リスニング

テスト 

・インタビュ

ーテスト 

 

 

・有名人物の伝記や歴史上

の出来事についての英文を

読み、辞も書適宜利用しな

がら事実関係を把握するこ

とができる。 

・簡単な英語で表現されて

いれば、ガイドブックなど

を読んで必要な情報を見つ

けだすことができる。 

・簡単な語や表現を使って

書かれた短い物語や伝記な

どを理解することができ

る。 

・５０語程度の英文を後戻 

りすることなく一定時間 

内に黙読して要点を理解 

したのち、適切なポーズを 

ともない音読することが 

できる。 

コミュ英語Ⅰ 

・ 定期考査  

・ Ｑ ＆ Ａ in  

English 

・長期休暇後の

課題考査 

・速読 

・音読、暗唱テス

ト 

 

英語表現Ⅰ 

・定期考査 

・重要例文につ

いての Quiz 

 

 

 

 



３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観点 コミュニケーションへの

関心・意欲・態度 
外国語表現の能力 外国語理解の能力 

言語や文化につい

ての知識理解 

実
施
方
法 

コミュニケーションに関

心を持ち、積極的に言語

活動を行い、コミュニケ

ーションを図ろうとして

いるかを的確に評価でき

る方法で実施。 

CAN-DO リストによる

「話すこと」と「書く

こと」の到達目標を

的確に実施できる方

法で実施。 

CAN-DO リストによる

「聞くこと」「読むこ

と」の到達目標を的

確に評価できる方法

で実施。 

英語やその運用に

ついての知識を身

に付けているとと

もに、その背景にあ

る文化などを理解

しているかどうか

を的確に評価でき

る方法で実施 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

４ 学習の活動 

単元 

（配当時間） 

題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Lesson 1  

(4 時間) 

・ High School 

Life at Home 

and Abroad 

 

制服の有無、

学校行事、教

室の掃除などを

トピックに留学

生の視点も踏ま

えながら良い

点、悪い点を考

える。 

 

①現在形と過

去形 

②現在進行形

③未来を表す

表現の意味や

働き，形を理解

する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・日本と海外の高校

生活の違いについ

て知っていること

を発言しようとす

る 

・ペアワークとグルー

プワークを通じて自

分の意見を言った

り、相手の発表をしっ

かり聞こうとしたりす

る。 

・“Answer true or 

false”と“Let’s 

talk”で、ペアワー

クを行い、互いに協

力をし合いながら、

会話を続ける。 

・ペアでの言語活動を

観察する。 

・ワークシートを提出さ

せ、その内容の取り組

み状況を判断材料と

して活用する。 

「外国語表現の能力」 

・現在形、過去形、

現在進行形、未来を

表す表現を用いて正

しい文を書くことがで

きる。 

・Lesson 1 の内容に

ついての英問に対し

て英語で答えを書く

ことや，知り得た情報

を英語に直して書く。 

・Lesson 1に出てき

た語法・熟語を使っ

て，指示にそった適

切な英文を書くこ

とができる。 

・定期テストの筆記テ

ストにおいて、英作文

を出題することにより、

単元の目標を達成で

きているか判断する。 

「外国語理解の能力」 

・「制服がある、ない」

「学校行事が多い、

少ない」「掃除を生徒

がするまたは業者が

する」の利点・欠点を

理解する。 

・Lesson 1 の内容

についての英問や

英文を聞いて，内容

を正しく理解する。 

・Lesson 1 に関連す

る英語を聞いて、理

解することができる。

また、正しく発声する

ことができる。 

・ディクテーションテス

ト及びリスニングテスト

の実施により単元の

目標を達成できてい

るか判断する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・現在形、過去形、

現在進行形、未来を

表す表現の用法を

理解している。 

・国、地域、文化圏 

の違いにより、日常 

的な習慣が大きく異 

なっていることもある 

事実を理解してい 

る。 

 

・各文の主語と動詞

を理解し，内容を正

確に把握して理解す

る。 

・強勢，リズム，ｲﾝﾄﾈ

ｰｼｮﾝ，区切りなどに

注意して音読するこ

とができる。 

・言語の使用場面、働

きを意識した定期テス

トにおいて、知識が身

についているかを判

断する。 

 



 

単元 

（配当時間） 

題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Lesson 2  

(4 時間) 

Giant Pandas: 

Everyone’s 

Favorite 

 

パンダの「かわ

いい」とされる

身体的特徴、

およびパンダを

取り巻く環境の

悪化とそれに対

する中国政府

の取り組みを理

解する。 

 

① SVC 

（C=名詞・代名

詞・形容詞） , 

SVO 

（O＝名詞・代

名詞・動名詞・

不定詞の用法） 

② 動名詞 

③ 不定詞の 

それぞれの意

味や働き，形を

理解する。 

 

 

 

 

 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・パンダや他の絶滅

危惧種の動物につ

いて知っていることを

発現しようとする。 

・本文を読んだ後、

ペアワークで自分の

意見を伝えたり、相

手の発表を聞く姿勢

を育てる 

・“Answer true or 

false”と“Let’s 

talk”で、ペア・ワ

ークを行い、互いに

協力をし合いなが

ら、会話を続ける。 

・ペアでの言語活動を

観察する。 

・ペアワークの成果を

クラスで発表する。 

「外国語表現の能力」 

・Lesson 2 の表現を

他の表現で言い換え

たり、紙面中の写真・

イラスト等を英語で説

明したりすることがで

きる。  

・各パートの内容を

簡潔にまとめて話し

たり、書いたりするこ

とができる。 

・Lesson 2に出てきた

語法・熟語を使って，

Summary を適切な表

現を使って書くことが

できる。 

・ワークシートを提出さ

せ、その内容を取り組

み状況の判断材料と

して活用する。 

「外国語理解の能力」 

・パンダの「かわい 

い」とされる特徴の合 

理的な理由や中国 

政府のパンダに対す 

る方策を理解でき 

る。 

・Lesson 2 の内容に

ついての英問や英文

を聴いて，内容を正

しく理解する。 

・Lesson ２に関連す

る英語を聞いて、理

解することができる。

また、正しく発声しリ

ズムやイントネーショ

ンを意識できる。 

・ディクテーションテス

ト及びリスニングテスト

の実施により単元の

目標を達成できてい

るか判断する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・SVC、SVO の文型

につき、C や O に入

る品詞の種類を理解

する。 

・動名詞、不定詞の

基本的な用法につ

いて理解する 

・世界における自然

環境の変化と野生動

物への影響について

知識を増やす。 

 

・SVC、SVOの文型と

動名詞、不定詞の内

容を正確に理解でき

る。 

・SVC、SVOの文型と

動名詞、不定詞を用

いて、正しい文を書く

ことができる。 

・言語の使用場面、働

きを意識した定期テス

トにおいて、知識が身

についているかを判

断する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



単元 

（配当時間） 

題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Lesson 3  

(4 時間) 

Yanase 

Takashi: The 

Creator of 

Anpanman 

 

・「アンパンマ

ン」がどのよう

に生まれ、どの

ような過程を

経て人々に受

け入れられる

ようになった

のかについて

読み、やなせさ

んの考える「真

のヒーロー像」

について考え

る。 

 

①受動態 

②SVO1O2 

④ SVOC  

⑤ SVO 

（ O=that 節 、

wh-節、疑問詞

＋to～）につい

て、それぞれの

使い方を理解

した上で本文

の内容を正確

に把握する。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・アンパンマンややな

せたかし、または自

分の好きなマンガ等

について、知ってい

ること、思っているこ

とを発言しようと努力

する。 

・各パートごとの内容

に対する感想や意見

をまとめ、ペアワーク

を通じて自分の考え

を言ったり、相手の

発表をしっかり聞こう

としたりする。 

・ペアワークやグル

ープワークにおい

て、互いに協力をし

合いながら、会話を

続ける。 

・ペアでの言語活動を

観察する。 

・ワークシートを提出さ

せ、その内容の取り組

み状況を判断材料と

して活用する。 

「外国語表現の能力」 

・各パートの内容を

簡 潔 に ま と め た

summary を話した

り、書くことができ

る。 

・各パートの内容を

口頭で要約する。 

・事前に取ったメモに

基づきながらペア

で、読んだ内容につ

いて自分の考えを述

べることが出来る。 

・本文の内容を要約

することができる。 

・読んだことに基づい

て、自分の考えを話

しすることが出来る。 

 

・ワークシートを提出さ

せ、その内容の取り組

み状況を判断材料と

して活用する。 

「外国語理解の能力」 

・Lesson 3 に関する

英語を聞いて理解

し、正しく発音するこ

とができる。 

・アンパンマンの「通

常のヒーローとは異

なる」特徴等につい

て英語で理解でき

る。 

 

・Lesson 3 に関連す

る英語を聞いて、理

解することができる。

また、正しく発声しリ

ズムやイントネーショ

ンを意識できる。 

・定期テストの筆記テ

ストにおいて、内容理

解を問う出題により、

内容理解ができてい

るかを判断する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・本文中で用いられ

て い る 受 動 態 、

SVO1O2 、 SVOC 、

SVO の意味や用法

を確認する。 

・『アンパンマン』に

込められたやなせの

「真のヒーロー」につ

いての思いを理解し

ている。 

・受動態、第４，５文

型と that 節を理解

し，内容を正確に把

握して音読できる。 

・強勢，リズム，区切

りなどに注意して音

読することができる。 

・言語の使用場面を

意識した定期テストに

おいて、知識が身に

ついているかを判断

する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



単元 

（配当時間） 

題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Lesson 4  

(4 時間) 

The History of 

the Telephone 

 

・固定された電

話から現在のよ

うな小型携帯電

話が普及する

までの開発の

歴史を知り、現

在の携帯電話

の飛躍的な機

能の向上がデ

メリットにもなり

得ることについ

て考える。 

 

① 現 在 完 了 

②関係代名詞

(who, which, 

that) 

③分詞の形容

詞的用法（現在

分詞・過去分

詞）の使い方を

理解した上で

本文の内容を

正確に把握す

る。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・携帯電話の変遷や

携帯電話のメリット・

デメリットについて、

知っていること、思っ

ていることを発言しよ

うとする。 

・各パートごとについ

て自分の考えや意見

について発表するた

めの英語をメモして

おき、それを参考に

しながらペアで伝え

合う。 

・ペアワークやグル

ープワークにおい

て、互いに協力をし

合いながら、会話を

続ける 

・ペアでの言語活動を

観察する。 

・ワークシートを提出さ

せ、その内容の取り組

み状況を判断材料と

して活用する。 

「外国語表現の能力」 

・Lesson 4 の表現を

他の表現で言い換え

たり、紙面中の写真・

イラスト等を英語で説

明したりすることがで

きる。 

・携帯電話のメリットと

デメリットを各自でま

とめ、ディスカッション

形式でグループで発

表する。 

・現在完了、関係代

名詞、分詞の形容詞

的用法を理解して英

文を発することがで

きる。 

・ワークシートを提出さ

せ、その内容の取り組

み状況を判断材料と

して活用する。 

「外国語理解の能力」 

・電話が日本で普及

しつつあった１９７０

年代に多くの若者が

何に困っていたかに

ついて理解できる。 

・各パートごとに、関

連した画像を参考に

携帯電話の変遷を理

解する。 

・関連する英語を聞

いて、理解することが

できる。また、発音す

ることができる。 

・定期テストの筆記テ

ストにおいて、内容理

解を問う出題により、

内容理解ができてい

るかを判断する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・現在完了、関係代

名詞、分詞の形容詞

的用法を理解する。 

・携帯電話のメリット・

デメリット、もしくは自

分と携帯電話の適切

な関係について理解

している。 

・現在完了、関係代

名詞、分詞の形容詞

的用法を理解してい

る。 

・言語の使用場面を

意識した定期テストに

おいて、知識が身に

ついているかを判断

する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



単元 

（配当時間） 

題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Lesson 5  

(4 時間) 

Universal 

Designs: 

 Why Is It 

Important For 

You? 

 

・身の回りの

デザインにつ

いて、多様な

人々に対応す

るための工夫

を考える。ま

た、デザインを

通して、よりよ

い社会につい

て考える。 

 

① 形式主語 

( It is ～to do) 

② 比較（原 

級、比較級、最

上級）の使い方

を理解した上で

本文の内容を

正確に把握す

る。 

 

 

 

 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・身近にあるユニバ

ーサルデザインの製

品設備について、知

っていることを発言し

ようとする。 

・パートごとに、本文

の音声を聞き、ワー

クシートにメモを取ら

せる。 

・聞き取れない箇所

や未知の語句があ

っても、推測するな

どして聞き続けて

いる。 

・ペアでの言語活動を

観察する。 

・ワークシートを提出さ

せ、その内容を取組

状況の判断材料とし

て活用する。 

「外国語表現の能力」 

・Lesson 5 の各パ

ートの内容を簡潔

にまとめて話した

り、書くことができ

る。 

・身の回りのデザイン

について、それを必

要とする人々につい

てグループで発表

し、情報を英語でシ

ェアし合う。 

ユニバーサルデザ

インについて学ん

だ表現を使ってサ

マリーを書いたり

関連する英語を正

確に読めたりする

ようになる。 

・デザインを通して、よ

り良い社会をグループ

で考えさせ、発表する

様子を評価する。 

「外国語理解の能力」 

・ユニバーサルデザ

インとそうでない

自動販売機等の異

なる点とその理由

について理解でき

る。 

 

・ユニバーサルデザ

インの主旨を表す

キーワードとその

違いについて理解

し、バリアフリーと

の違いについて理

解できる。 

・Lesson 5 に関連

する英語を聞いて、

理解することがで

きる。また、正しく

発声することがで

きる。 

・授業内筆記テストに

おいて、内容理解を

問う出題により、内容

理解ができているかを

判断する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・形式主語や比較の

使い方を理解し、そ

の使い方を理解す

る。 

・ユニバーサルデザ

インの主旨と出発点

となる考え方につい

て理解する。 

 

・形式主語や比較の

使い方を理解し、そ

の使い方を理解した

上で本文の内容を正

確に把握できてい

る。 

・授業内リスニングテ

ストにおいて、背景知

識をもとに、正しく聞き

取れているかを判断

する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



単元 

（配当時間） 

題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Lesson 6  

(4 時間) 

J.K. Rowling: 

Everyone Has 

Hidden Power 

 

・ J.K.ローリ

ングがハリー・

ポッターの小

説を書き上げ、

発行に漕ぎつ

けるまでの苦

労を知り、また

ハリー・ポッタ

ーの物語に込

めた思いにつ

いて考える。 

 

① would / 

used to  

② 過 去 完 了 

③SVO＋to 不

定詞の使い方

を理解した上で

本文の内容を

正確に把握す

る。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・「ハリー・ポッター」

シリーズや作者のロ

ーリングについて、

知っていることを発

言しようとする。 

・ 本文を読んだ後

に、ペアワークを通じ

て自分の意見を言っ

たり、相手の発表をし

っかり聞く努力をす

る。 

・「ハリー・ポッター」

シリーズや作者につ

いて調べたことや内

容について積極的に

話している。 

・ペアでの言語活動を

観察する。 

・ワークシートを提出さ

せ、その内容を取り組

み状況の判断材料と

して活用する。 

「外国語表現の能力」 

・would, used to, 過

去完了、 SVO＋ to 

不定詞を用いて、正

しい文を書くことがで

きる。 

・各パートごとの内容

を簡潔にまとめて話

したり、ワークシート

に英語で書くことが

できる。 

・本文中の表現を他

の表現で言い換える

ことができる。また、

写真やイラストを英語

で説明できる。 

・ワークシートを提出さ

せ、その内容の取り組

み状況を判断材料と

して活用する。 

「外国語理解の能力」 

・「ハリー・ポッター」

の構想を完成させた

経緯と状況を理解

し、出版に向けた問

題点の理由と解決策

を理解する。 

・各パートごとに、関

連した画像などを見

ながら、本文を理解

し、イメージとともに、

その内容を理解す

る。 

・Lesson 6 に関連

する英語を聞いて

理解することがで

きる。また、正しく

発声することがで

きる。 

・定期テストの筆記テ

ストにおいて、内容理

解を問う出題により、

内容理解ができてい

るかを判断する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・would ，used to，

SVO＋to 不定詞の

用法を理解する。 

・ローリングが「ハリー

ポッター」に出てくる

「魔法」を通して表現

したかったことについ

て理解できる。 

・would ，used to 

SVO＋to 不定詞の

用法を理解してい

る。 

・言語の使用場面を

意識した定期テストに

おいて、知識が身に

ついているかを判断

する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



単元 

（配当時間） 

題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Lesson 7  

(4 時間) 

The Bicycle: 

An Old Friend 

and a New 

Friend 

 

・身近な乗り

物、自転車の利

点を改めて認

識するととも

に、自転車の利

用に関する問

題点やその解

決策について

他国の例を見

ながら考える。 

 

①分詞構文（現

在分詞） 

② SVOC 

（ C= 現 在 分

詞） 

③SVOC（C=

原形不定詞）の

使い方を理解

した上で本文

の内容を正確

に把握する。 

 

 

 

 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・自転車を利用するメ

リットや自転車に関

する問題とその解決

策について知ってい

ることを発言しようと

する。 

・自転車の利点を確

認し自転車の利用に

関する問題点と解決

策を、ワークシートに

基づいて、ペアで伝

え合う。 

・自転車の利点を確

認し自転車の利用に

関する問題点と解決

策について、間違う

ことうを恐れず、積極

的に話している。 

・ペアでの言語活動を

観察する。 

・ワークシートを提出さ

せ、その内容の取り組

み状況の判断材料と

して活用する。 

「外国語表現の能力」 

・分詞構文（現在分

詞 ） ② SVOC ③

SVOC を用いて正

しい文を書くこと

ができる。 

・各パートのそれぞ

れの内容について、

簡潔に話をすること

ができ、ワークシート

に英語で書くことが

できる。 

・本文中の表現を他

の表現で言い換え

たり、写真・イラス

ト等を英語で説明

することができる。 

・ワークシートを提出さ

せ、その内容の取り組

み状況の判断材料と

して活用する。 

「外国語理解の能力」 

・自転車の利点と問

題点を確認し、海外

での解決策について

理解することができ

る。 

・各パートごとに、関

連した写真やイラスト

などを見ながら自転

車への取り組みをイ

メージとともにその内

容を理解する。 

・Lesson 7 に関連す

る英語を聞いて理解

することができる。ま

た、正しい発音とリズ

ムとイントネーション

を意識して発声でき

る。 

・定期テストの筆記テ

ストにおいて、内容理

解を問う出題により、

内容理解ができてい

るかを判断する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・分詞構文、SVOC 

文型（C=現在分詞 

または、原形不定

詞）について理解す

る。 

 

・自転車の利用の利

点と問題点を学び、

海外の解決策につ

いてしっかり理解す

ることができる。 

・分詞構文、SVOC 

文型（C=現在分詞 

または、原形不定

詞）を理解してい

る。 

 

・言語の使用場面を

意識した定期テストに

おいて、知識が身に

ついているかを判断

する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



単元 

（配当時間） 

題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Lesson 8  

(4 時間) 

From a Child 

to Adult: 

When Do You 

Change? 

 

・制度的な成

人の権利とは

別の「大人らし

さ・成熟」とは

何かについて

考える。 

 

① 関係副詞 

(when, 

where） 

② 形 式 主 語 

( It is ～that) 

③つなぎ表現

について、その

使い方を理解

した上で本文

の内容を正確

に把握する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・未成年と成人の違

い、大人らしい人と子

どもっぽい人の違い

について、知ってい

ることを発言しようと

する。 

・各パートごとの内容

に対する感想や意見

について話すための

キーワードをワークシ

ートにメモし、それを

参考にしながらペア

で伝え合う。 

・ペア・ワークにお

いて、互いに協力を

し合いながら、会話

を続ける 

・ペアでの言語活動を

観察する。 

・ワークシートを提出さ

せ、その内容の取り組

み状況の判断材料と

して活用する。 

「外国語表現の能力」 

・関係副詞 (when, 

where）②形式主語 

( It is ～that) ③

つなぎ表現を用い

て、正しい文を書く

ことができる。 

・各パートの内容を

要約する。 

・ペアで、メモに基づ

いて最新の科学につ

いて話し合う。 

・グループワークで自

分の努力していること

を発表する。 

・各パートの内容を

要約できる。 

・ペアで、メモに基づ

いて権利とは別の

「大人らしさ、成熟さ」

について話すことが

できる。 

・グループワークで自

分の努力しているこ

とを発表できる。 

・授業時間内を利用し

て、グループテストを

実施する。 

 

「外国語理解の能力」 

・ Lesson 8 の

Summary を考えさ

せ、各パートの要旨

を把握し、意見を発

表することができ

る。 

・法律的な「成人」

になってできるこ

とや世界の国々の

成人年齢について

理解できる。 

・関連する英語を聞

いて、理解すること

ができる。また、正

しく発声すること

ができる。 

・定期テストの筆記テ

ストにおいて、内容理

解を問う出題により、

内容理解ができてい

るかを判断する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・①関係副詞(when, 

where）②形式主語 

( It is ～that) ③

つなぎ表現の用法を

理解する。 

 

 

・本文中で用いられ

ている関係副詞、形

式主語とつなぎ表

現の意味や用法を確

認する。 

・①関係副詞(when, 

where）②形式主語 

( It is ～that) ③

つなぎ表現の用法

を理解している。 

 

・言語の使用場面や

働きを意識した定期

テストにおいて、知識

が身についているか

を判断する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



単元 

（配当時間） 

題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Lesson 9  

(4 時間) 

Food Miles: 

Where Does 

Our Food 

Come From? 

 

・フードマイ

ルズの考え方

を知り、実際に

自分たちの食

事がどれほど

輸入に頼って

いるかを認識

する。また、地

産地消のメリ

ットを知ると

ともに、食品輸

入を続けるこ

との意味につ

いても考える。 

 

・①助動詞を含

む受動態 

② 関係副詞

( how, why) 

③仮定法過去

についてそれ

ぞれの使い方

を理解した上で

本文の内容を

正確に把握す

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・ 本文を読んだ後

に、ペアワークを通じ

て自分の意見を言っ

たり、相手の発表をし

っかり聞く態度を養

う。 

・フードマイルズに

ついて、または日本

の輸出入の現状に

ついて知っている

ことを発言しよう

とする。 

・フードマイルズと日

本の輸出入について

訴えかけられてい

るメッセージにつ

いて知ったことを、間

違うことを恐れず、積

極的に発言してい

る。 

・ペアでの言語活動を

観察する。 

・ワークシートを提出さ

せ、その内容を取組

状況の判断材料とし

て活用する。 

「外国語表現の能力」 

・本文中の表現を他

の表現で言い換え

たり、写真やイラス

ト等を英語で説明

することができる。 

・「フードマイルズ」

の考え方と食品を

輸入する際の問題

点とその理由を英

語で書き、発表でき

る。 

・「フードマイルズ」

の考え方と食品を

輸入する際の問題

点とその理由を適

切に書き、発表する

ことができる。 

・ワークシートを提出さ

せ、その内容を取組

状況の判断材料とし

て活用する。 

「外国語理解の能力」 

・日本が食品の輸入

を続ける理由につい

て理解することがで

きる。 

・各パートごとに、関

連した画像などを見

ながら、「フードマイ

ルズ」と食品を輸入

する際の問題につい

て、その内容を理解

する。 

・関連する英語を聞

いて、理解すること

ができる。また、正

しく発声すること

ができる。 

・定期テストの筆記テ

ストにおいて、内容理

解を問う出題により、

内容理解ができてい

るかを判断する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・助動詞を含む受動

態、関係副詞( how, 

why)と仮定法過去を

使った表現を理解す

る。 

・本文中で用いられ

ている意味や用法を

確認する。 

・助動詞を含む受動

態、関係副詞( how, 

why) と仮定法過去

を使った表現を理解

している。 

・言語の使用場面を

意識した定期テストに

おいて、知識が身に

ついているかを判断

する。 

 

 

 

 

 

 

 



単元 

（配当時間） 

題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Lesson 10  

(4 時間) 

Logical 

Thinking: A 

Skill for 

World-class 

Player 

 

・世界レベル

のスポーツ選

手が必要とす

る論理思考の

重要性を知り、

論理的思考を

得るための訓

練法や心得に

ついて学ぶ。 

 

① 間接疑問

文②関係

代 名 詞 

what 

② one, 

another , 

other  

③ 強調構文 

( It is ～

that) 

を理解した上で

本文の内容を

正確に把握す

る。 

 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・ペアワークを通じて

海外で活躍するスポ

ーツ選手と論理的思

考について知ってい

ることを発表しようと

する。また、相手の

発表を聞く態度を養

う。 

・海外で活躍するス

ポーツ選手の論理的

思考について学び、

論理的思考を得るた

めの訓練法について

学ぶ。 

 

・海外で活躍するス

ポーツ選手、または

論理的思考につい

て知っていることに

ついて間違うことを恐

れず、積極的に話せ

る。 

・ペアでの言語活動を

観察する。 

・ワークシートを提出さ

せ、その内の取り組み

状況の判断材料とし

て活用する。 

「外国語表現の能力」 

・間接疑問文、関係

代 名 詞  what と 

one, another , 

other と強調構文 

( It is ～that)を用

いて正しい文を書

くことができる。 

・各パートの内容を

簡潔にまとめてワー

クシー トに英語で

summary を書くことが

でき、発表することが

できる。 

・Lesson 10 で学ん

だ内容を別の表現

で言い換えたり、写

真やイラストを使

って summary を説

明することができ

る。 

・ワークシートを提出さ

せ、その内容の取り組

み状況の判断材料と

し、発表の様子を観察

する。 

「外国語理解の能力」 

・世界的なスポーツ

選手について日本と

海外の選手の意識

の点について違いを

理解し、論理的思考

に必要なポイントを

理解する。 

・世界的なスポーツ

選手について日本と

海外の選手の意識

の点について違いを

理解し、論理的思考

に必要なポイントに

ついて、読んで理解

することができる。 

・各パートごとに、

関連した画像を見

ながら、内容を理解

し、正しく発声がで

きる。 

・定期テストの筆記テ

ストにおいて、内容理

解を問う出題により、

内容理解ができてい

るかを判断する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・間接疑問文と関係

代 名 詞  what と 

one, another , 

other と強調構文 

( It is ～that)につ

いて理解する。 

・本文中で用いられ

ている間接疑問文と

関係代名詞  what

と  one, another , 

other と強調構文 

( It is ～that)意味

や用法を確認する。 

・間接疑問文、関係

代名詞 what、 one, 

another , other と

強調構文 ( It is ～

that)を使った表現を

理解している。 

・言語の使用場面を

意識した定期テストに

おいて、知識が身に

ついているかを判断

する。 

 

 

 

 


